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図書館員オススメの本
一般書 絵 本

各 図 書 館 行 事 と お 知 ら せ

【お問い合わせ】

・深江図書館…6 7 1 7　・布津図書室…6 7 2 6
・有家図書館…6 7 3 7　・西有家図書館…6 7 4 7
・北有馬図書室…6 7 5 4　・原城図書館…6 7 6 7
・口之津図書館…6 7 7 7　・加津佐図書館…6 7 8 7
＊詳しいことは、館内ポスターや
　各図書館でご確認ください。 イラスト・題字：長谷川義史

☎73 〔ー各図書館下4桁〕

南島原市図書館 検索
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●いろんなお仕事のおはなし会
　第２弾 「EAT（英語指導助手）の
おはなし会」

と９月７日㈯　午後２時～

原 城 図 書 館

●紙アプリ・ミニサイエンスキャ
ラバンを通じて質の高い教育を
～南島原市のSDGs（エスディージーズ）
は口之津図書館から～

と９月14日㈯　午前10時～正午、
　午後１時30分～４時　※団体要申込
な自分で描いた絵が動き出す紙アプリ、
360度の世界をスナップ写真で撮影し
多面体を制作、ババ抜きでＳＤＧｓを
楽しく学ぶカードゲームなど

■協力…リコージャパン㈱長崎支社

口 之 津 図 書 館
●劇団すぎのこ人形劇
　『このつぎなあに』
と９月28日㈯　午前10時30分～
　（約１時間）※団体要申込
●秋の子ども読書週間事業
　『ハロウィンシールラリー』
と９月１日㈰から10月19日㈯
な本を10冊借りるごとにハロウィン
シール１枚をもらい、シールラリ
ーを完成させましょう！

＊予約が必要な行事もあります。 
　詳細は各図書館へお問い合わせください。

●レジンでつくるアクセサリー
と９月21日㈯
　午前10時30分～12時30分
定10組（要申込）  り300円
対親子・大人

有 家 図 書 館

蔵書点検による休館のお知らせ
●西有家図書館　９月３日㈫～11日㈬
●深 江 図 書 館　９月17日㈫～22日㈰
●加津佐図書館　９月25日㈬～30日㈪

南島原市図書館  ９月30日㈪ 全館・全室臨時休館のおしらせ
　図書館システムメンテナンスのため休館いたします。休館中は、ホー
ムページもご利用でません。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご
協力をよろしくお願いします。

と10月12日㈯／10月19日㈯／11月９日㈯　【３回開催】
　午後７時30分～９時30分
ばありえコレジヨホール
定80人　り無料
対市民または市内勤務の人
な子どもに読み聞かせをするときの絵本の選び方や、読み聞かせの
手法などについて、楽しく学びましょう。

し10月４日㈮
も電話で申し込んでください。
問生涯学習課　☎７３－６７０３ または 市内各図書館

読書サポーター養成講座受講生募集

　子どもの読書活動に関わる人たちのた
めの講座を開催します。
　本が好きな人、読み聞かせに興味があ
る人、子どもの教育や子育てに関わる人
など、お気軽にご参加ください。

問生涯学習課 ☎73－6703  または 市内各図書館

　イタリアでは、世界各地と同様にお客さんを大切に扱い、
食べ物や宿を提供する習慣があります。イタリア人のもて
なし方の要は、「胃袋をつかむ」ことです。訪問客を満足
させるようなご馳走を作ることは喜びで誇りです。それも
あって、何かにつけて自宅に親戚や同僚らを食事に誘い、
自慢の料理を振る舞います。一緒に食べる多少豪華なその
食事は、時間が非常にかかります。食事前のおつまみがな
い場合も、食卓を囲んで食事に入ったときから、次々と出
る料理（2～3コース）を経て、最後の果物とデザートに至
るまで２～３時間費やしてもおかしくありません。お腹が
いっぱいで眠気に包まれると、食後のコーヒーをいただき
ます。「そろそろ」と切りのいいところを探れずに、下手
して帰る時間を逃したら、そのまま夕食も一緒に食べてし
まうこともあります。

　お客さんが家族の一員であるかのように感じさせること
を工夫し、心地よく過ごせるように配慮するのは、食事に
とどまりません。食事の合間の「雑談」もおもてなしの一
つです。イタリアで食事は単に体の燃料を補給するもので
はなく、家族であれ、知り合いであれ、人との「触れ合い
の場」です。時間をかけて食事しながら会話することで、
関係を深めます。
　プライベートのような熱い歓待は、飲食店では期待でき
ません。「お客様は神様」の日本では驚くような素っ気な
い対応を取られることもありますので、イタリアを訪れる
人はご留意ください。さらに、イタリアは地域性の強い国
ということもあり、国内で北に行くほど地元民が無愛想だ
と言われています。閉鎖的なところがあるものの、接し方
が違っていても、お客さんに対しては、他の地域の人たち
と同様に、配慮してくれる人が多いです。
　永遠に続く食事と会話は、一緒に楽しく過ごすことで親
しんでいくイタリア風のおもてなしですが、皆さんはどう
思いますか。意外と、日本に似ている点も多いのではない
かと思いますが、もしイタリア人から食事に誘われたとき
は、長時間を割いて食事に付き合ってみてください。必ず
喜ばれるでしょう。

サーラのCuriosità!!♥南島原
「イタリアのおもてなし」

南島原市国際交流員 ※Curiosità は「プチ情報」という意味
クリオスィタ


